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序章

0.1　研究の背景と目的

　近年、「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（以下、歴史まちづ

くり新法）」（国交省・文化庁・農水省）や「歴史文化基本構想」（文化庁）といった、

地域の文化的な資産を保存・活用するための法制度や理念が誕生し、それらを地域

の中で総合的に捉え、保存・継承を図りつつ積極的に観光や景観づくりに活用して

いこうという動きが展開しつつある。しかし、これまでいわゆる「文化財」として

扱ってきた「周知の文化財」は、こうした保存・活用行為の対象となるべき資産の

ほんの一握りに過ぎず、私たちの身の周りにはそれらよりもはるかに多くの（本来の）

文化財が散りばめられている。そうしたものを実際に未来に継承していこうと考え

るならば、それは文化財保護行政だけの手に負えるものではない。こうした認識は

国政においても広がりつつあり、前述の歴史まちづくり新法や歴史文化基本構想が

そうであるように、これからは省庁や分野の縦割りを超えた協働によって大切な資

産を保存・活用していく方向へ政策転換がなされていくと見ることができよう。

　これを改めて自治体や地域の立場から見ると、文化財を保護行政に押しつけて済

ませていた時代から、都市政策＝まちづくり施策としてこれら資産のマネジメント

に取り組む時代へと移行しつつあると捉えられる 1)。そして、地域の有する資産をい

かにして見出し、その一つ一つにどう磨きをかけていくかという課題は、都市間競

争にさらされている地域が他との差別化を図る上で最重要テーマの一つであるだけ

でなく、もう一つの国家的戦略課題である観光立国に対しても当然ながら重要テー

マとされねばならない。日本が世界の観光目的地となりうるかは、個々の地域のそ

うした地道な取り組みの積み重ねにかかっているからである。

　本研究では、まず第一に、こうした個々の文化的な資産を「文化資源」と再定義

することで「文化遺産」を改めて捉え直し、それらを保護する総合概念としての「文

化資源マネジメント」について論究した。

　次に、こうした背景のもと、近年、地域社会が主体となって文化資源を生かした
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まちづくりを展開できる優れたマネジメント手法とされ、様々な地域で導入が進む

「エコミュージアム」の活動に着目した。ところが、確とした理念の下で用語や運用

のガイドラインが定められないまま、各団体や市町村が独自にエコミュージアムを

解釈、定義して使用しているため、本研究が注視する文化資源の活用におけるエコ

ミュージアムの有効性を十分に理解しないまま導入し、十分な効果を得られていな

い事例も多い注 1)。もとよりエコミュージアムは文化資源マネジメントの手法として

誕生したものではないが、本研究では、改めて、その手法としての有効性を明らか

にすることを目的として設定した。
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0.2 用語の定義

（1）保護
　文化財保護法では、文化財を保存および活用することをもって「保護」であると

している。本研究においても、保護と記載した場合は、保存と活用を指すこととする。

（2）文化財／文化遺産／文化資源
　文化庁は『文化審議会文化財分科会企画調査会審議報告書』（2007 年）において、「文

化財保護法に規定されている本来の文化財とは、指定等の措置がとられているかど

うかにかかわらず、歴史上または芸術上等の価値が高い、あるいは人々の生活の理

解のために必要なすべての文化的所産を指すものである」としており、また「文化

財とは、一般的に文化遺産と呼ばれているものを含む幅広いものである」としている。

一方で、河野靖は、静的な保存すべき「もの」、伝えるべき「もの」、共有すべき「も

の」として「文化財」を言うのに対し、動的な人から人へ伝える「こと」、人間どう

しを結びつける「こと」をさらに含んで「文化遺産」と呼び、「文化財は具体的な個々

の物件であり、文化遺産はより集合的、抽象的概念である」とし、文化遺産は、モ

ノとコトの総体であるとの認識を示している 2) 。前者は、「文化遺産」という言葉を

使わずに保護対象を「文化財」に特定するための、文化庁による法解釈上の言い方

であり、後者は「文化遺産」という概念を日本国内で実際に使用する立場からした

場合の一般的な理解と言って差し支えないと考える。以上から、本研究においては、

「文化遺産」とは、「現代人として生きる我々（人類）にとっての存在価値が説明でき、

その価値を子孫にも受け継がせたいと地域が思うモノやコトの総体」と再定義して

用いることとする。ちなみにこの定義によれば、歴史文化基本構想における「関連

文化財群」や保護法における「文化的景観」の個々は、いずれも一つの文化遺産と

いうことになる。また以上から鑑みると、文化遺産とは、その本質的価値を説明す

るためのストーリーとその価値を構成する有形・無形、動産・不動産のあらゆる要

素から成り立つものであると言え、本研究では、この文化遺産の個々の構成要素を「文

化資源」と呼ぶこことする。

　以上のように「文化財／文化遺産／文化資源」を分類するが、本研究における文
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化資源・文化遺産概念の詳細については、第 1 章で詳述する。

（3）顕在化と周知
　本論文中には、文化資源の顕在化、文化資源の周知という似た用語が使用される。

本論文での顕在化とは、価値に気付いていない、もしくは存在に気付いていないな

どの状況から、調査等を通じて明らかにすることや住民や行政の気付きを指す。一方、

周知とは、文化資源や文化遺産のデータベースを公開するなど、情報を発信する側

が情報を広く知らせることを言う。
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0.3 研究の方法

　本研究では上記目的を果たすべく、（1）文化資源・文化遺産概念による資産把握

の有効性、（2）遺産保護の総合概念としての文化資源マネジメントの必要性、（3）

文化資源マネジメント手法としてみたエコミュージアムの有効性、という 3 つの視

点を第 1 章にて段階的に論じ、第 2 章以降、それを裏付けるための事例研究を行い、

最終的に結論を導いた。

0.4 本研究の位置づけ

　本研究の目的を果たし、その先に目指すものは、文化財保護法などの法律やそれ

に伴う補助だけに頼らず、可能な限り住民や民間、行政を含む社会全体でそれらを

マネジメントしていくことである。そのために、本研究では、新たな文化資源や文

化遺産という概念と、資産の把握や、それらを地域でマネジメントしていくための

条件の提示、その手段としてエコミュージアムの有効性等を検証する。

　これまで、エコミュージアム学、博物館学、文化財保存学など各々に研究されて

きていたことを、本研究では、エコミュージアム概念に基づいた文化資源マネジメ

ント論として学際的な研究と位置づける。
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